
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  第4回伊勢崎市地球温暖化対策市民協議会 

開 催 日 時  令和6年1月19日（金）午前10時00分～午後12時00分 

開 催 場 所  清掃リサイクルセンター21 管理棟3階大会議室 

出 席 者 氏 名 

（委員）  

松島会長、神部副会長、都丸委員、黒津委員、齋藤委員、 

篠崎委員、髙橋委員 

（事務局） 

下城環境部副部長（兼）環境政策課長、 

櫻井課長補佐、輿石係長、横堀主査、久保主査 

傍 聴 人 数  3人 

会 議 の 議 題 
地球温暖化に係る伊勢崎市の課題の洗い出し（ワークショップ 

形式） 

会 議 資 料 の 内 容 
・ワークショップ「地球温暖化に係る伊勢崎市の課題の洗い出 

し」（スライド資料） 

会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

1 開会 

 

2 議題 

【地球温暖化に係る伊勢崎市の課題の洗い出し（ワークショップ

形式）】 

 

 会 長：前回の会議の際に、会議の在り方や進め方について委

員の皆様からご意見をいただいた。市民目線での皆様

のアイデア、やりたいことや想いを共有できていな

かったため、ワークショップ形式で吐き出してもら

い、まとめ上げて、方向性を出したい。 

     本日は副会長にワークショップのファシリテーターを

お願いする。 

 

 副会長：第1回協議会から1年5ヶ月経ち、意見交換は重ねている

が委員の想いが形になっていないという声もあり、今

回ワークショップを行い、想いを共有して次の活動に

繋げていきたいと考えている。 



 

 － ワークショップ開始 － 

スライド資料に沿って内容を説明 

  

〔ワークショップ①〕 

  ○委員の皆さんの想いを≪見える化≫しましょう。 

  テーマ「2030年に向けた私たちの取組み」（民生家庭部門と 

して取り組みたいこと） 

・2色の付箋を使用して「やりたいこと」、「やれること」に 

 分けて意見を書く。 

・書いたことを委員1人ずつ模造紙に貼りながら発表する。 

  

 〔ワークショップ②〕 

  ○皆さんの想いを≪整理≫しましょう。 

  ・付箋を貼り換える。 

   縦軸：温暖化に対する即効性（低い～高い） 

   横軸：波及効果のある世代（低い～高い） 

 

 〔ワークショップ③〕 

  ○アイデアに投票しましょう。 

  ・1人2票自由に投票する。 

 

 〔まとめ〕 

  ○投票されたアイデアを、協議会で検討すること、事務局等

で検討することに分類する。   

  ・今後は、投票数が多かったものを優先に、協議会では行動

計画を検討していきたい。投票されたもの以外のアイデア

もうまく掛け算して、1つの取り組みになる。 

・全て委員の想いがつまったアイデアなので、実現ができそ

うなものがあれば、事務局から橋渡しをしてほしい。 

    

 － ワークショップ終了 － 

  

会 長：充実した時間となった。投票されなかったアイデアに

ついても委員からのアイデアなので、重複したアイデ

ア等、事務局でまとめるのは大変かと思うが、新たな

課題としていただきたい。 

 

3 その他 

 ・食品ロスに関する公開セミナー開催のご案内 

  ・環境啓発ポスター展の開催ついて（四ツ葉学園中等教育学 

校にて実施した「みらい探究地域学習」のスライドを展示

する） 

 ・次回の協議会開催について 

 

4 閉会 

 


